
■ads.txtの対処法 

アドセンスの画面でこのようなエラー警告が出るケースがあります。 

その場合の対処法について、このレポートではまとめていきます。 

結論から言うと、そこまで難しくないので安心してくださいね＾＾ 
ただ、あなたが使っているパソコンのOSやサーバー会社によって勝手が変わってきます。 

単純にやることをわかりやすくまとめるとこんな感じ。 

１）ads.txtのファイルと作成 
２）ads.txtのファイルを自分のサーバーにアップ 

この２ステップです！ 



１）ads.txtのファイルと作成 

まずは、お使いのパソコンでテキストエディタを開きましょう。 

Windowsの方におすすめなのはTeraPad。 
Macの方におすすめなのはmi。 

ファイルの中に記載するのは 
「google.com, pub-◯◯◯◯◯◯◯◯, DIRECT, f08c47fec0942fa0」です。 

※◯◯◯◯◯◯◯◯の部分には、自分のアドセンスのサイト運営者IDを入れましょう。 
　-参考 
 

作成したファイルを、「ads.txt」と言う名前で保存します。 
デスクトップに保存しておくと、便利です＾＾ 

https://tera-net.com/library/tpad.html
http://www.mimikaki.net/
https://support.google.com/adsense/answer/105516?hl=ja


２）ads.txtのファイルを自分のサーバーにアップ 

自分のサーバーにアップするのが今回の目的なので、 
WP上のファイルにアップするのではありません。 

サーバーに直々に「ads/txt」のファイルをアップするのです。 
具体的には、FTPサーバを活用して行きます。 

誤解しやすい部分なのでお気をつけください>< 

あなたが使っているサーバーによって、操作方法は変わってきます。 

今回は、大多数の方が利用しているであろう、 
エックスサーバーとそれ以外（代表格としてwpxクラウド）という形で解説しますね。 

●エックスサーバー 
→サーバーの管理画面からFTPサーバーにアクセスができます。 

１）ログイン後、該当するサーバーIDの「ファイル管理」をクリック 



２）該当するドメインのフォルダをクリック 

３）public_html をクリック 



４）ファイルのアップロードから、先ほど作成した「ads.txt」をアップロード。 

ファイル名の中に「ads.txt」が追加できたら完了です☆ 



●それ以外（今回はwpxクラウド） 
→サーバーの管理画面からFTPサーバーにアクセスができないので 

　　Windowsの方におすすめなのはFFFTP（OSのbitに応じてダウンロードしてください） 
　　Macの方におすすめなのはCyberduck 

　のソフトを使ってFTPサーバーへアクセスしていきます。 

　各サーバー会社ごとに、FTPのログイン情報が公開されているので 
　自分のアカウントにログインをして、FTPのログイン情報をメモしておきましょう。 

wpxクラウドの場合は「FTPアカウント設定」よりゲットできます＾＾ 

https://forest.watch.impress.co.jp/library/software/ffftp/
https://cyberduck.io/download/


１）FTPサーバーへログイン 

＜FFFTPの使い方＞　→参考 
＜Cyberduckの使い方＞　→参考 

２）エックスサーバーの時と考え方は同じで、 
　　該当ドメイン ＞ public_html の手順で進んでいきましょう。 
　　　※アップロードするのが「public_html」のフォルダの中って意味です 

wpxクラウドの場合はFTPサーバーの情報を入れたら 
直接public_htmlのフォルダに飛ぶので、直接「ads.txt」のファイルを入れたらOKです。 
 

ファイル名の中に「ads.txt」が追加できたら完了です☆

https://www.wpx.ne.jp/server/manual/ftp_ffftp_setting.php
https://www.wpx.ne.jp/cloud/manual/ftp_cyberduck_setting.php

